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This presentation will discuss the importance of developmental and cultural backgrounds on moral attitudes
towards robots from the perspective of empirical psychology, based on previous findings. Specifically, we will
present two studies that we conducted. The first study demonstrates that attitudes towards the use of robots
in the social domain vary with age. The second study shows that cultural background, particularly religious
background, influences moral considerations towards robots. Together, we will discuss how empirical psychological
studies can contribute to the theme of “Towards an Ideal Coexistence of Humans and AI.”

1. はじめに
1.1 オーガナイズセッションにて発表する目的
現在、ロボット・AI（人工知能）・チャットボットといった、

人工主体（artificial agent）が、社会の様々なドメインで取り
入れられている。こうした人工主体は、産業・教育・研究に導
入されることで、業務の効率化・ルーティンワークの自動化と
いった様々な恩恵を生んでいる。一方で、これら人工主体を対
象とした道徳的・倫理的問題が議論されるなど、我々が人工主
体といかに共存すべきかという点が問われはじめている。
本発表では、オーガナイズセッション「人間と AIの共存の

あるべき姿を考える」のテーマに沿い、実証的な心理学の視
点として、これまで発表者らがロボットに対して人々が持つ態
度について行ってきた研究結果の一部を紹介する。これらはど
れも、ロボットへの態度と文化的背景の関係を扱った研究であ
る。発表を通じて、人工主体にまつわる倫理的・道徳的問題を
考察する上で、文化的背景の影響を検証することが、実証的研
究の余地がある課題であることを指摘したい。

1.2 人工主体に対する態度と文化的背景
ロボットやAIを含む人工主体に対して人々が抱く態度には、

個人が属する社会の文化的背景や、その中でのこれまでの経験
が影響を与えることが指摘されてきた。例えば、Graci(2006)

は、ロボティクスや AIといった技術に宗教が影響を与えてい
ることを指摘している [Graci 06]。本邦においても「テクノ・
アニミズム」という概念が提唱されている。これはアニミズム
的な特徴を持つ日本の宗教観は、西洋圏の一神教的な文化より
も、ロボットとの親和性が高いという観点である [Alison 06]

（ただし、テクノ・アニミズムには批判的な見解も存在してい
る [呉羽 21]）。本発表では、ロボットに対する態度と社会的・
文化的背景の関連を検証した以下の 2つの研究を紹介する、こ
れらは文化的背景の中でも特に宗教と関連するものである。
文化的背景が個人の態度に影響する度合いは、児童より成人

において高いと推測される。第一の研究例として、英国の子ど
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もと成人を対象とした、ロボットを社会で用いることへの印象
を尋ねた研究について紹介する [Burdett 22]。また、異なる文
化的背景は、個人の態度に異なる影響を与えると推測される。
そこで第二の研究例として、文化圏の違いを検討するため、２
つの異なる国（日米）に所属する人々を対象に同じ質問（ただ
し、質問の言語は日本語・英語で異なる）を尋ねた研究につい
て紹介する [Ikari 22]。なお、これらの研究に関する論文は共
に、オンラインで観閲可能であるため、研究の手続や統計結果
といった詳細を省き、概要のみを説明する。

2. 研究 1：英国の子どもと成人の比較
研究 1[Burdett 22]は、英国の子ども（4歳から 13歳）と成

人に対して、様々なタイプのロボットに対する好みや、ロボッ
トを使用するドメイン（遊ぶ・料理する・祈る）について人間
とロボットのどちらを好むのか検討したものである。その結
果、低年齢群の子ども（4歳から 8歳は）、高年齢群の子ども
（9～13歳）や成人と比較し、よりロボットと関わろうとする
傾向があること、ロボットを親切な存在であると見做す傾向が
あることが示された。また、宗教的なドメイン（祈る）に関し
て、成人は人間が祈ることを選好するが、こうした傾向は子ど
もには当てはまらないという結果が得られた。これらは、年齢
や世代の違いによって、ロボットに対して抱く態度が異なるこ
とを示すものである。

3. 研究 2：日本と米国の成人の比較
研究 2[Ikari 22] では、日本と米国の成人を対象に、宗教的

背景がロボットに対する道徳的配慮（ロボット物理的に傷つけ
たり名誉を毀損したりする言動をどれだけ許せないか/Moral

care for robots：以下MCR）に与える影響を検討した。具体
的には、異なる宗教的伝統を持つ両国において、MCRにおけ
る文化差の有無と、宗教心および宗教に由来する価値観（アニ
ミズム、人間中心主義）との関連を検証した。その結果、米国
よりも日本でMCRが高い傾向にあること、日本でのみアニミ
ズム傾向が MCR に正の影響を持つこと、逆に米国でのみ人
間中心主義傾向がMCRに負の影響を持つことが明らかになっ
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た。これらの結果は、宗教的背景がロボットに対する道徳を左
右することを示した。さらに、ロボットのような人工主体に対
する道徳・倫理を議論する上では、宗教的伝統といった文化の
影響を無視することができないことを示唆するものである。

4. 結び
本発表では、個人の文化的背景がロボットに対する態度に影

響を与える可能性があることを、発表者らの研究を例に紹介し
た。研究 1 では、ロボットに対する態度が年齢によって異な
ることを示した。この点は、年齢が上がるにつれてより文化化
（社会化）が進んだという解釈や、年齢が低いほどよりロボッ
トが登場する場面に慣れているといった世代間の「文化」の違
いが影響する可能性が考えられる（それぞれの影響を分離して
検討することは今後の課題である）。この点を考慮するなら、
同じ文化圏に属する人々であっても、たとえば「ロボットを宗
教的に用いることは道徳・規範に反している」といった言説に
同意できるかは、年齢や世代によって反応が異なることが予測
できる。また、研究 2は直接的に「ロボットに対する道徳的配
慮」を扱った研究であり、文化の中でも宗教的伝統がこれらに
影響をする可能性を示唆するものである。会場では、これらの
知見と合わせ、「人間と AIの共存のあるべき姿を考える」と
いうテーマに、どのように実証的な心理学研究が貢献できるの
か、今後どのような研究を行うべきなのか議論したい。
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